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 要  旨 
情報技術の発展に伴い，高機能なCAD/CAMシステムが登場し，多軸制御工作機械を対象とし
た加工データの作成が広く行われている．一方，システムの使いやすさが品質や精度，作業時間，
加工時間に大きく影響を与えており，システムの機能を使いこなすためには，操作や情報設定に
熟練を要する．また，ソフトウェアを併用する場合，扱うデータ形式が多様になる点が問題とな
っている．ここで利用されるデータベースについても，各ソフトウェアにおける設定が必要とな
るなど作業者の負担となっている．これらの問題を解決するために，あらゆるソフトウェアが利
用可能な共通の形式によって製品情報を記述し，効率的に情報を運用できることが望ましい． 
特に，5軸制御加工などは，適切な加工データを作成するための情報設定やパラメータ算出に多
くの経験が必要となる．このような加工ノウハウとなる情報に関しても，データ形式を整え，一
括管理することができれば，ノウハウの蓄積や運用が可能なシステムが期待できる． 
 本研究では，システムが利用する工具や工作機械など加工に関わる全ての情報を標準化し，加
工情報の決定，工具経路の生成，NC（Numerical Control）データの作成といった作業設計におい
て，一元化された加工情報を利用する支援システムの開発を行った．ここで用いる標準化とは，
あらゆるシステムにおいて使用できる仕組みを構築するために，情報を標準とするフォーマット
で電子化することである． 
 開発したシステムは，加工情報データベースと，それを利用して処理を行うモジュール群によ
り構成されている．本研究では，加工情報を標準化し，一元管理するためにデータベースを構築
する．5 軸制御工作機械を対象とした作業設計では，多くのパラメータの設定に経験を要する．
このような作業に対して，加工情報データベースに蓄積された事例情報を用いることで，加工デ
ータ作成までのノウハウが必要な作業設計の省力化を図ることができる． 
 開発した作業設計支援システムに 5 軸制御加工を対象としたモジュールを組み込み，加工デー
タの作成を行った．標準化した加工情報データベースを利用することにより，加工情報の決定か
ら加工データ作成までの一連の作業において，市販のシステムと比較して入力作業を省力化でき
ることを確認した．また，作成した加工データを用いて加工を実行し，適切な加工が行われるこ
とを確認した． 
 
